
さ
く
ら
ま
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１
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博
愛
記
念
病
院
で
は
地
域
の
皆
さ
ん
へ
の

感
謝
と
将
来
へ
の
飛
躍
へ
の
願
い
を
込
め
て
、

２
０
１
７
年
４
月
１
日（
土
）に
さ
く
ら
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
無
料
健
診
、
医
療
・
介
護
相
談
や

体
力
測
定
、
リ
ハ
ビ
リ
体
験
、
病
院
見
学
等
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
職
員
に
よ
る
、
た
こ
や
き
・
う
ど
ん
・

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
・
や
き
そ
ば
等
の
食
べ
物
屋
台
や

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
・
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
等
の

楽
し
い
遊
び
屋
台
も
用
意
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

他
に
も
阿
南
第
二
中
学
校
の
生
徒
さ
ん
の

ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
演
奏
や
南
部
中
学
校
の
生
徒
さ
ん
の

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
が
催
さ
れ
、最
後
に
恒
例
の

大
抽
選
会
を
行
い
、
会
場
一
杯
の
お
客
さ
ん
に

ご
来
場
い
た
だ
き
、
大
盛
況
の
内
に
イ
ベ
ン
ト
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
も
地
域
の
皆
さ
ん
と

交
流
の
場
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
さ
く
ら
ま
つ
り
を

開
催
で
き
た
こ
と
を
病
院
職
員
一
同
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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絶対に見捨てない医療を提供します。

基本理念

１、患者様にとって最善の医療を提供します。
２、生涯を通して充実したリハビリを行います。
３、救急告示病院として 24時間 365 日受け入れします。
４、最新医療技術とチーム医療で安心な在宅療養を支援します。
５、予防医療・入院治療・介護福祉の総合センターとして地域を守ります。

基本方針

１、全ての患者さんは、人種、国籍、宗教、疾病の種類、社会的地位などにより
差別されることなく、適切な医療を安全かつ公平に受ける権利があります。

２、一人の人間として、その人格、価値観などを尊重され、医療提供者との相互の
協力関係のもとで医療を　　受ける権利があります。

３、病状の説明、検査や治療の内容、今後の見通しについて、分かりやすい言葉で、
納得できるまで十分な説明と情報提供を受け（インフォームドコンセント）、
治療方法などを自らの意思で選択する権利

４、治療方法などについて自己決定するために、他の医療機関の医師の意見
（セカンドオピニオン）を求める権利があります。

５、自分が受けている医療について知る権利を有し、診療記録の開示を求める権利が
あります。

６、診療中に得られた個人情報が保護され、また、自分のプライバシーが他人に
さらされず、乱されない権利があります。

患者権利憲章

予定が決定次第、ご案内いたします。

『 運動器のリハビリテーション』
次回予定　平成29年6月20日（火）

徳島大学病院 リハビリテーション部 教授
加藤 真介（かとう　しんすけ）先生

第127回
～みんなに知って欲しい認知症～

博愛記念病院　5階講堂

社会福祉法人 平成記念会

平成28年5月30日(火)
18:30～19:30／18:00開場

医療法人大誠会 内田病院 理事長
日本慢性期医療協会 常任理事

田中　志子（ たなか　ゆきこ）先生

平成29年4月1日、徳島逓信病院(徳島市伊賀町)は
「徳島平成病院」に生まれ変わりました。

これまで徳島逓信病院を信頼し親しんでくださった
地域の皆さんへの感謝の気持ちと、新しいスタートを
切った徳島平成病院が、今後も皆さんの健康を
お支えする医療機関として地域に根付いていくことを
願って、翌2日に地域交流祭を開催いたしました。

心地よい暖かな晴天に恵まれた地域交流祭当日は、
地域の皆さん300人以上がご来場くださり、医療・
介護相談、食べ物・遊び屋台やバザーに多数ご参加
いただきました。博愛記念病院の職員もスタッフとして
交流祭へ参加し、これから共に働く新しい仲間と
親睦を深める良い機会ともなりました。

平成医療福祉グループに加わった「徳島平成病院」を
どうぞよろしくお願いいたします。

徳島平成病院  地 域 交 流 祭



3月20日（月）～23日（水）まで、国立淡路青少年交流の家にて平成医療福祉グループ新人研修を行いました。
今年はグループ全体で、270名の新人職員が参加し、1班14名前後のグループに分け、4日間の研修を
実施しました。
1日目はオリエンテーション、2日目は入社式・講義、3日目はグループワークを行い、最終日に前日行った
グループワークの発表会を行いました。
グループワークを通じて職員同士の交流を深め、多病院・多職種間での
コミュニケーションをとることができたと思います。
講義では、平成医療福祉グループの基本理念である「絶対に見捨てない」
についてのあり方や姿勢について、新人職員だけでなく、リーダーとして
参加した先輩職員も認識を深め、意識を高めることができたと思います。
研修中には「朝の集い」「夕べの集い」に参加したり、共有スペースの
整理整頓・清掃を行うことで、時間厳守やモラルといった社会性を
学ぶことができ、社会人としての一歩を踏み出しました。
この度の研修で、同期職員との交流が図れるとともに、各職場に配属後も
研修を共にした仲間がいることで、お互いを支え合いながら、社会人、
そして医療・介護従事者としての意識を高め、研磨していくことが
できると思います。
博愛記念病院では新人職員を含む約500名の職員で、気持ちを
新たにし、平成医療福祉グループをより良きものとしていけるよう
取り組んでいきます。
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看護師1名、社会福祉士4名が配属。
入院相談・受付から、諸制度利用・退院へ向けた支援、
病床コントロールを主な業務として行っております。また、
多職種連携を目的とした会議の主催も行っております。
患者さん、ご家族が抱く不安に寄り添い、退院後も皆さんが
笑顔ある生活が送れるように、スタッフが一生懸命ご支援
させていただきます。

地域医療連携室を紹介します部門
 紹介

新人職員研修 新人職員たちが今後の意気込み・抱負を語ります！！
鴻野 有美（看護師）
グループ看護部理念「さする手」「癒す手」「つなげる手」の下、目配り・気配り・心配りのできる、患者さんの心に
寄り添えられる看護を目指し、看護の専門性を探求し、日々研鑚をつみます。

丸田 有紀（介護福祉士）
初めは少しずつでもいいので一人ひとりの患者さんのために分からない事があれば一人で抱え込まず周りの職員に
聞き自分のペースで覚えていきたいです。患者さんの事をきちんと分かってあげられるよう支援できる介護福祉士に
なりたいです。

吉岡 遼（理学療法士）
私は自身の目標である、患者さんを笑顔にできるセラピストになるために、勉強会に積極的に参加し、自身でも勉強を
積み重ねていきたいと考えています。また、実践で経験を積み、どんな患者さんにも対応できるようになりたいです。

桑原 睦（作業療法士）
これから患者さんに寄り添えるような人となりたいと思います。独りよがりにならない相手の立場に立ったリハビリを
心掛けていきたいと思います。まずは目の前の相手に真摯に接することを忘れず職員として一人前になります。

尾崎 雄大（言語聴覚士）
自分自身の成長のため、常に向上心を持ち続けるとともに、しっかりと患者さんのニーズに沿ったリハビリを提供できる
セラピストを目指していきたいと思います。

宮繁 歩那実（臨床検査技師）
患者さんが信頼のおける良質な医療を提供するために、検査のプロとして確実なデータを出し、適切な治療へ導くことが
できるように精進し、チーム医療に貢献したいと存じます。

相原 美里（管理栄養士）
「絶対に見捨てない」の理念のもと、社会人としての知識を身に付けるとともに、患者さんに気持ちよく利用していただける
病院であれるように、平成医療福祉グループの一員として管理栄養士の立場で精一杯頑張りたいです。

相原 光一郎（社会福祉士）
社会福祉士としての視点で患者さんの心に寄り添い、患者さんの生活をより良いものとするお手伝いをさせていただきます。
一日でも早く皆さんのご期待に応えられるよう、日々努力してまいりますので、今後ともよろしくお願いいたします。
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